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国
内
に
お
い
て

　
　
36
年
ぶ
り
に

　
自
然
界
に
誕
生
し
た

　
　
　
　
ト
キ
の
ひ
な
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こ
の
た
び
、
議
員
各
位
の
推
挙
に
よ
り
議
長
に
選
ば
れ
ま
し
た
祝
優
雄
で
す
。

　

先
の
市
長
と
議
員
の
同
日
選
挙
で
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず
、
改
革
に
取
り
組
む
と
訴
え
た
甲

斐
元
也
市
長
に
、
市
民
は
、
今
後
４
年
間
の
佐
渡
市
の
運
営
を
託
し
ま
し
た
。

　

議
会
議
員
選
挙
で
は
、
市
長
に
よ
る
執
行
機
関
と
議
事
機
関
で
あ
る
議
会
が
ほ
ど
よ
い
緊
張

関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
執
行
機
関
が
公
平
で
公
正
に
運
営
さ
れ
る
よ
う
市
民
は
、
議
会
に
も
職

責
を
果
す
こ
と
を
同
時
に
求
め
た
投
票
行
動
で
あ
っ
た
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

佐
渡
市
の
最
大
の
課
題
は
、
「
人
件
費
を
含
む
行
政
経
費
の
削
減
」
と
議
員
定
数
削
減
を
含

む
、
市
民
目
線
に
立
っ
た
議
会
改
革
を
求
め
て
い
る
と
受
け
止
め
て
お
り
ま
す
。

　

行
政
経
費
は
現
在
、
病
院
や
上
下
水
道
等
の
企
業
会
計
を
含
め
ま
す
と
住
民
一
人
当
た
り

で
、
類
似
団
体
と
の
比
較
で
40
%
程
度
多
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

離
島
な
ど
諸
条
件
を
加
味
し
て
も
多
す
ぎ
ま
す
。

　

議
会
は
率
先
し
て
定
数
削
減
な
ど
改
革
に
取
り
組
む
た
め
「
議
会
改
革
特
別
委
員
会
」
を
設

置
い
た
し
ま
し
た
。

　

議
会
基
本
条
例
や
一
般
質
問
に
市
長
・
副
市
長
へ
の
反
問
権
を
付
与
す
る
な
ど
の
改
革
に

取
り
組
ん
で
頂
け
る
も
の
と
期
待
を
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
に
、
特
例
債
の
延
長
を
見
す
え
、
新
市
建
設
計
画
や
観
光
対
策
な

ど
の
特
別
委
員
会
を
設
置
、
解
り
や
す
く
、
ス
リ
ム
で
優

し
さ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
市
民
目
線
を
意
識
す

る
市
政
実
現
に
全
力
で
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

市
政
へ
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し

就
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
4
月
の
臨
時
議
会
に
お
い

て
、
議
員
各
位
よ
り
ご
推
挙
い
た
だ
き
、
副
議
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。

　

も
と
よ
り
浅
学
非
才
で
は
あ
り
ま
す
が
、
議
員
各
位

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
全
力
で
こ
の
任
務
に
取
り
組

む
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
絶
大
な
る
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

さ
て
、
佐
渡
市
も
合
併
後
、
9
年
目
を
迎
え
、
本
来

の
目
指
す
べ
き
姿
へ
向
か
い
、
日
々
邁
進
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
取
り
組
む
べ
き
諸
問
題
も
、
ま

だ
ま
だ
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
佐
渡
市
の
発
展
の
た
め
、
そ
し
て
、
市

民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
島
づ
く
り
を
目
指
し

て
、
新
体
制
の
も
と
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
皆

様
方
の
な
お
一
層
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
を
重
ね
て
申
し

上
げ
、
副
議
長
の
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

議長就任のあいさつ 　佐渡市議会議長　祝　優雄

副議長就任のあいさつ　佐渡市議会副議長　岩﨑　隆寿

佐
渡
市
議
会
は

　
　
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
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新しい議会構成が決まりました
４月25日に第2回臨時会が開催され、正副議長の選挙をはじめ、各委員会委員の選任等が行われました。

◆議　長　　祝　　優　雄　　　◆副議長　　岩 﨑 隆 寿
◇常任委員会

委員会名 定数 委員長 副委員長 委　　　　員

総 務 文 教 ８ 中 川 隆 一 山 田 伸 之
浜 田 正 敏　　猪 股 文 彦　　近 藤 和 義
竹 内 道 廣　　岩 﨑 隆 寿　　祝  優 雄

市 民 厚 生 ８ 大澤祐治郎 荒 井 眞 理
駒 形 信 雄　　中 川 直 美　　金 田 淳 一
佐 藤 　 孝　　金 子 克 己　　根 岸 勇 雄

産 業 建 設 ８ 村 川 四 郎 坂 下 善 英
渡 辺 慎 一　　大 森 幸 平　　笠 井 正 信
中 村 良 夫　　金 光 英 晴　　加 賀 博 昭

◇議会運営委員会

委員会名 定数 委員長 副委員長 委　　　　員

議 会 運 営 ７ 金 田 淳 一 中 川 直 美
大澤祐治郎　　村 川 四 郎　　佐 藤 　 孝
金 子 克 己　　根 岸 勇 雄

◇特別委員会

委員会名 定数 委員長 副委員長 委　　　　員

議 会 報 編 集 ８ 中 村 良 夫 渡 辺 慎 一
山 田 伸 之　　駒 形 信 雄　　坂 下 善 英
大澤祐治郎　　金 子 克 己　　近 藤 和 義

議 会 改 革 ８ 中 川 直 美 駒 形 信 雄
山 田 伸 之　　金 田 淳 一　　中 川 隆 一
金 子 克 己　　根 岸 勇 雄　　竹 内 道 廣

観 光 対 策 等 8 浜 田 正 敏 大 森 幸 平
荒 井 眞 理　　坂 下 善 英　　大澤祐治郎
中 村 良 夫　　村 川 四 郎　　金 光 英 晴

新 市 建 設
計 画 等 8 加 賀 博 昭 笠 井 正 信

荒 井 眞 理　　渡 辺 慎 一　　中 川 直 美
佐 藤 　 孝　　猪 股 文 彦　　近 藤 和 義

◇監査委員　根 岸 勇 雄　　◇新潟県後期高齢者医療広域連合議会議員　大澤祐治郎

◇民生委員推薦会委員　中 村 良 夫

名　　　称 人数 代 表 者 幹 事 長 経理責任者 構 成 員

新 生 ク ラ ブ ５ 浜 田 正 敏 金 田 淳 一 駒 形 信 雄 笠 井 正 信　　岩 﨑 隆 寿

市 政 会 ３ 竹 内 道 廣 大澤祐治郎 加 賀 博 昭

地域政策研究会 ２ 根 岸 勇 雄 ( 根岸勇雄 ) 渡 辺 慎 一

新 和 会 ３ 佐 藤 　 孝 中 川 隆 一 坂 下 善 英

自 由・ 三 一
ク ラ ブ ３ 猪 股 文 彦 金 子 克 己 金 光 英 晴

民 主 党 ２ 近 藤 和 義 村 川 四 郎 ( 村川四郎 )

日 本 共 産 党 ２ 中 川 直 美 中 村 良 夫 ( 中村良夫 )

無 会 派 ４ 山 田 伸 之　　荒 井 眞 理　　大 森 幸 平　　祝 　 優 雄

（　）は会派内の役員を兼務。

佐渡市議会　会 派 別 議 員 構 成 名 簿（平成24年４月25日現在）
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総額487億円を可決!!

　国民健康保険は制度として既に破綻しており、低所
得者の増加及び高齢化に伴う保険料の増大は、市民生
活に深刻な影響を及ぼしつつあります。本算定にあたり、
新市長のもと、可能な限り市民の負担を軽減するよう
強く申し入れるよう意見を付け認めました。　

　本事業は、佐渡会館の跡地を
建設地としているものであるが、
当該地は海岸線の至近に位置し
ていることから、大津波の襲来
への対応が懸念されます。有史
以来の天変地異であった東日本
大震災を体験した今日、大川小
学校の悲劇を例に挙げるまでも
なく、市は、公共施設の建設地
又は防災対策について抜本的
な見直しを行うべきであります。
よって、市は、本事業の建設地
又は防災対策について再検討し、新市長のもと、代替案を速やかに策定し、議会へ提示
するよう意見をつけました。

3

4

佐渡市国民健康保険 
特別会計予算について

相川保育施設等整備事業について

　防災の観点から緊急
時の連絡路として必要

となる八幡地区、梅津地区及び黒姫地区の３
つの路線を市道路線として認定するにあたり、

現地を確認
するため、
視察を行い
ました。

市│民│厚│生

　両津地区の築地児
童遊園の処分に関し、
佐渡市公共施設見直
し指針を抜本的に見
直し、当該物件の状
況等に応じて、貸与、
競売等も選択肢に含
める新たな指針を可及的速やかに作成した上、適正に執行するよ
う強く求めました。

産│業│建│設

佐渡会館

黒姫地区

築地児童遊園


